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【
議
案
第
８
号
に
つ
い
て
】

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
は
実
際
に
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か

答
支
援
事
業
計
画
書
を
作

成
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
意
見
を

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
具
体
的

に
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

拡
充
な
ど
の
計
画
を
立
て
て
い

く
予
定
で
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

【
議
案
第
９
号
に
つ
い
て
】

問
一
般
病
床
が
２
０
０
床

か
ら
１
４
５
床
に
、
療

養
病
床
は
45
床
と
な
っ
て
い
る

が
、
１
４
５
床
の
内
訳
は

答
３
階
が
一
つ
の
病
棟
に

な
り
、
１
０
７
床
か
ら

60
床
に
変
更
、
４
階
の
リ
ハ
ビ

リ
病
棟
は
60
床
そ
の
ま
ま
で
、

５
階
病
棟
は
33
床
か
ら
25
床
と

な
り
、
合
計
１
４
５
床
と
な
り

ま
す
。

【
議
案
第
22
号
に
つ
い
て
】

問
診
療
報
酬
支
払
準
備
基

金
は
、
現
在
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か

答
24
年
度
に
一
億
六
千
万

円
余
の
積
み
立
て
を
し

て
、
現
在
は
約
２
億
八
千
万
円

あ
り
ま
す
。

【
議
案
第
26
号
に
つ
い
て
】

問
病
院
事
業
会
計
の
補

正
で
、
給
与
費
８
、

５
０
０
万
円
を
減
額
し
て
い
る

が
、
何
人
く
ら
い
辞
め
た
の
か

答
予
算
レ
ベ
ル
で
は
７
人

の
減
で
す
が
、
実
質
は

３
人
の
減
で
す
。

【
議
案
第
29
号
に
つ
い
て
】

問
国
保
の
現
在
の
課
税
割

合
は
ど
う
か

答
医
療
給
付
費
分
で
、
所

得
割
が
５
．
３
％
、
資

産
割
が
26
％
、
被
保
険
者
に
平

等
に
課
せ
ら
れ
る
均
等
割
が

２
万
６
千
円
、
世
帯
平
等
割
が

２
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。問

国
保
の
加
入
世
帯
数
は

答
医
療
給
付
費
分
の
加
入

世
帯
数
は
、
概
ね
５
、

５
０
０
世
帯
で
、
被
保
険
者
は

１
万
２
０
０
人
程
度
で
す
。

【
議
案
第
４
号
に
つ
い
て
】

問
今
回
の
改
正
は
非
常
勤

消
防
団
員
退
職
報
償
金

だ
が
、
報
酬
や
出
動
手
当
の
改

正
は
考
え
て
い
な
い
か

答
昨
年
末
に
「
消
防
団
を

中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
退
職
報
償

金
や
装
備
品
な
ど
を
充
実
す
る

も
の
で
す
。
報
酬
や
手
当
の
改

定
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
議
案
第
６
号
に
つ
い
て
】

問
渚
の
交
番
を
商
工
会
や

観
光
協
会
と
連
携
さ
せ

る
考
え
は

答
単
独
で
は
効
果
は
上
が

り
ま
せ
ん
の
で
、
指
定

管
理
者
が
内
定
後
、
商
工
会
や

観
光
協
会
と
の
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問
海
岸
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

範
囲
は

答
現
在
、
パ
ト
ロ
ー
ル
は

御
前
崎
港
か
ら
筬
川
の

範
囲
で
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

問
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
賃

貸
料
は
、
水
道
料
、
光

熱
費
を
含
め
て
10
万
円
な
の
か

答
水
道
料
金
、電
気
料
金
、

ガ
ス
料
金
は
含
ん
で
い

ま
せ
ん
。
実
費
で
支
払
う
形
に

な
り
ま
す
。

問
利
益
が
出
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か

答
利
益
が
出
た
場
合
は
、

道
の
駅
と
同
様
に
利
益

の
30
％
を
市
に
納
め
て
も
ら
い

ま
す
。
ま
た
、
赤
字
補
て
ん
は

行
い
ま
せ
ん
。

問
５
年
を
目
途
に
自
主
運

営
に
移
行
す
る
の
か

委
員
会
質
疑

総
務
経
済
委
員
会

答
最
終
的
に
は
独
立
採
算

を
目
指
し
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
は
側
面
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
議
案
第
10
号
に
つ
い
て
】

問
住
宅
火
災
警
報
器
の
普

及
率
は

答
平
成
25
年
の
４
月
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
市
内
の
設
置
率
は
76
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
26
年
度
も
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
う
の
か

答
国
の
指
針
に
よ
り
、
市

内
全
域
か
ら
調
査
対
象

を
無
作
為
に
抽
出
し
て
50
軒
以

上
を
訪
問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

【
議
案
第
34
号
に
つ
い
て
】

問
今
後
の
企
業
立
地
の
予

定
と
見
通
し
は

答
東
日
本
大
震
災
以
降
、

経
済
的
に
企
業
は
大
変

厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
在
、
具
体
的
な
予
定
は

た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式

を
採
っ
て
い
る
が
、
あ

る
程
度
整
地
を
進
め
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か

答
企
業
は
、
す
ぐ
に
欲
し

い
と
い
う
の
が
大
前
提

で
用
地
を
探
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が
実

際
あ
り
ま
す
。

【
議
案
第
31
号
に
つ
い
て
】

問
介
護
認
定
の
事
務
手
続

き
に
以
前
は
時
間
が
か

か
っ
て
い
た
が
、
現
状
は

答
認
定
調
査
は
30
日
以
内

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
正
規
職
員
と
臨
時
職
員

各
２
名
で
対
応
し
30
日
以
内
に

手
続
き
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

【
議
案
第
32
号
に
つ
い
て
】

問
農
業
集
落
排
水
と
公
共

下
水
の
統
合
計
画
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

答
統
合
計
画
は
予
算
の
中

で
計
上
し
た
が
、
全
部

を
一
度
に
統
合
さ
せ
る
の
は
補

助
金
な
ど
の
絡
み
が
あ
り
難
し

い
の
で
、
若
干
の
時
間
が
必
要

で
す
。

【
議
案
第
33
号
に
つ
い
て
】

問
下
水
道
施
設
の
計
画
査

定
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
の
内
訳
は

答
耐
津
波
対
策
計
画
作
成

は
８
０
０
万
円
、
公
共

下
水
と
集
落
排
水
の
区
域
の
統

合
検
討
計
画
作
成
業
務
で
１
、

３
８
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
耐

津
波
対
策
は
国
庫
補
助
金
事
業

で
、
統
合
計
画
は
市
単
独
事
業

で
す
。

【
議
案
第
36
号
に
つ
い
て
】

問
病
院
機
能
調
査
委
託
と

は

答
新
規
事
業
で
す
が
、
国

で
は
２
０
２
５
年
に
団

塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
り
、

病
院
機
能
で
は
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
特
に
病
床
機
能
の
再

編
で
、
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、

回
復
期
、
慢
性
期
と
い
う
病
院

を
機
能
別
に
分
け
る
た
め
の
調

査
で
す
。

問
高
度
急
性
期
に
分
類
さ

れ
る
病
院
は

答
全
国
で
も
数
少
な
く
、

県
内
に
あ
る
浜
松
医
科

大
学
付
属
病
院
や
聖
隷
三
方
原

病
院
ク
ラ
ス
の
病
院
に
な
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
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